
ＧＧシリーズ水栓とアルカリイオン水生成器との施工注意点

ＧＧシリーズ水栓とアルカリイオン水生成器を本体分岐接続する場合
水栓スパウトから「浄水」を出すことは出来ませんのでご注意ください。
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 アルカリ７の本体分岐は〔Ｂ〕の仕様がないため、〔Ｂ〕仕様から変更する場合は、 

 アルカリ吐水パイプ 『 ＴＨ６６２－３ 』 が必要となります。  

  ※ 水栓スパウトから「浄水」は出せませんのでご注意ください。 

 【対象品番】ＴＥＫ５１１／ＴＥＫ５１２／ＴＥＫ５１３ 

アルカリ７ ＋ 本体分岐金具 

水栓→アルカリ→水栓→水栓スパウトから吐

アルカリ７ ＋ 本体分岐金具 

アルカリスリム ＋ 本体分岐金具 

水栓→アルカリ→吐水パイプから吐水 

アルカリ７ ＋ 本体分岐金具 

アルカリスリム ＋ 本体分岐金具 

   

   

  アルカリ７ 『 ＴＥＫ５１３－２ （本体分岐・専用分岐接続タイプ） 』  

   または 

  アルカリスリム 『 TEK５３２－２ （本体分岐・専用分岐接続タイプ） 』 を手配ください。 
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